
錦城山の歴史（講演会） 

 

錦城山の歴史を学ぼうと、講師に伊林永幸先生を迎え講演会を実施しました。 

第１回は１２月２０日、錦城山全体のアウトラインと「大聖寺」の地名の由来等について話されました。 

南北朝～室町時代にかけて、主に「太平記」をもとに当地の歴史について学びました。 

第２回は１月２５日に開催され「大聖寺城」はどんな目的でどこにあったのか？などについて興味深い内容 

でした。応仁の乱と一向一揆を中心に、「大聖寺城」に豪勇拝郷五左衛門家嘉が配されるまでを学びました。 

第３回は、溝口秀勝、山口玄蕃、そして前田利治大聖寺藩主に始まる大聖寺十万石時代、明治、大正、昭和 

の大聖寺城を学びます。 


